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　はじめに

ハゼ科ウミショウブハゼ属は，世界で 17種が

有効とされており（Larson, 1990; Greenfield and 

Randall, 2004; Fricke et al., 2018），日本からは 9種

が知られている（明仁ほか，2013）．

鹿児島県奄美群島の沖永良部島における魚類

相調査の過程で，2個体のウミショウブハゼ属魚

類の標本が得られた．これらの標本は計数形質や

体各部の特徴からヒラウミタケハゼ Pleurosicya 

coerulea Larson, 1990に同定された．本種はイン

ド・西太平洋の亜熱帯から熱帯域に広く分布し

（Larson, 1990; Allen and Erdmann, 2012; 明仁ほか，

2013），日本国内では沖縄諸島の伊江島，慶良間

諸島の屋嘉比島，および八重山諸島の石垣島と西

表島からのみ記録されていた（島田，1996；明仁

ほか，2013）．したがって，沖永良部島産の標本

はヒラウミタケハゼの北限記録かつ薩南諸島にお

ける初記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測はLarson (1990)にしたがった．

頭部感覚器官の名称は明仁ほか（2013）にしたがっ

た．標準体長は体長または SL，頭長は HLと表

記し，ノギスを用いて 0.01 mm単位で計測した．

生鮮時の体色の記載は，2個体の鹿児島県産標本

のカラー写真（Fig. 1）に基づく．標本の作製，

登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準

拠した．各研究機関の略号は鹿児島大学総合研究

博物館（KAUM）と沖縄美ら島財団総合研究セ

ンター（OCF）を除き，Larson (1990)に従った．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館

のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Pleurosicya coerulea Larson, 1990

ヒラウミタケハゼ　（Figs. 1–3; Table 1）

標 本　2 個 体：KAUM–I. 122102， 体 長 10.4 

mm，KAUM–I. 122106，体長 13.2 mm，鹿児島県

大島郡和泊町喜美留笠石海浜公園，奄美群島沖永

良部島，27°24′36′′N, 128°40′23′′E，水深 0.5 m，手網，

2018年 10月 23日，本村浩之．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．躯幹部と尾部は細長く，円

筒形．頭部は大きく，強く縦扁する．吻端は尖る．

鼻孔は 2対で眼窩の直前に位置する．管状の前鼻

孔と円形の後鼻孔は互いに接近する．口は端位で，

口裂は体軸にほぼ平行．上顎後端は眼の中間直下

に位置する．上唇は厚く，下唇を覆い隠す．両眼

間隔はひじょうに狭い．両顎歯は先端がやや内側

にまがった円錐歯である．項部は無鱗．第 1背鰭

は 6棘で，すべての棘がほぼ同じ太さである．第

1背鰭起部は腹鰭基部後端とほぼ同一垂線上に位

置する．第 2背鰭最終軟条は基底部で分岐する．
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臀鰭起部は第 2背鰭第 1，2軟条基部の中間の垂

直下に位置する．臀鰭最終軟条は基底部で分岐す

る．胸鰭は上部 5–6軟条が不分枝で，それより下

部は分枝する．胸鰭後端は第 1背鰭第 6棘基部直

下をわずかに超える．腹鰭は吸盤状で鰭膜は厚く，

腹鰭膜蓋の前縁は後方に椀状にくぼむ．腹鰭起部

は主鰓蓋骨後端直下に位置する．たたんだ腹鰭後

端は肛門に達する．尾鰭後縁は丸みを帯びる．体

は弱い櫛鱗でおおわれる（KAUM–I. 122102では

体背縁を除きほぼ全てが脱落）．

頭部には前眼肩胛管に開孔 B’，C(S)，D(S)，E，

Fがある．前鰓蓋管に開孔 G’，M’，N，および O’

がある．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）：体と不対鰭およ

び胸鰭の地色は半透明の灰青色．頭部は腹面を除

き黄緑色がかる．頭部腹面と峡部から肛門にかけ

ての躯幹部腹縁，および腹鰭は白色．第 1，2背

鰭基底部，頭部腹面，および峡部から肛門にかけ

ての躯幹部腹縁を除いた体に小黒色斑と小黄色斑

が密に存在し，頭部側面と胸鰭基底前部に集中す

る．吻前端から虹彩にかけて 1対の赤褐色斜帯を

もち，その前端は互いにつながらない．虹彩の地

色は銀色で，背部は紫色がかる．不対鰭と胸鰭に

小黒色斑と小黄色斑が散在し，尾鰭を除く不対鰭

の縁辺に小黄色斑が集中し，第 1，2背鰭鰭膜の

基底部よりやや上方において小黒色斑が縦列す

る． 

 固定時の色彩（Fig. 2）：体の地色は白色で，

第 1，2背鰭基底部，頭部腹面，および峡部から

肛門にかけての躯幹部腹縁を除き黒色色素胞が密

在する．生鮮時に観察された吻前端から虹彩にか

Fig. 1. Fresh specimens of Pleurosicya coerulea from Okinoerabu-jima island, Kagoshima Prefecture, Japan. A, B: KAUM–I. 122102, 10.4 
mm SL; C, D: KAUM–I. 122106, 13.2 mm SL.

Fig. 2. Preserved specimens of Pleurosicya coerulea from 
Okinoerabu-jima island, Kagoshima Prefecture, Japan. A: 
KAUM–I. 122102, 10.4 mm SL; B: KAUM–I. 122106, 13.2 
mm SL.

Fig. 3. Distributional records of Pleurosicya coerulea in Japan. 
Closed and open symbols indicate new and previous records, 
respectively.
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けての 1対の赤褐色斜帯は，同じ位置に黒色斜帯

として存在する．各鰭の地色は半透明の白色で，

不対鰭と胸鰭に小黒色斑が散在し，第 1，2背鰭

鰭膜の基底部よりやや上方において小黒色斑が縦

列する．

分布　本種はセーシェル諸島から南日本，ギ

ルバート諸島までのインド・西太平洋の熱帯・亜

熱帯域に広く分布する（Larson, 1990; Randall et 

al., 2002, 2004; Hoese and Larson, 2006; Allen and 

Erdmann, 2012; 明仁ほか，2013）．日本国内では

沖縄県の伊江島，屋嘉比島，石垣島，および西表

島からのみ記録されていた（島田，1996；鈴木ほ

か，2004；明仁ほか，2013；Fig. 3）．本研究によっ

て鹿児島県奄美群島の沖永良部島からも本種の分

布が確認された（Fig. 3）．

同定　記載標本は頭部が縦扁し，頭高が頭幅

より低い（頭高は頭幅の 75.0–91.7%），上唇が厚く，

下唇を覆い隠す，項部が無鱗，第 1背鰭が 6棘で，

すべての棘がほぼ同じ太さ，腹鰭が吸盤状で腹鰭

膜蓋の前縁は後方に椀状にくぼむ，および両眼間

隔域前半にある頭部感覚開孔（C）は 1つで，そ

の後方にある開孔（D）とほぼ同じ大きさである

などの特徴が Larson (1990)と明仁ほか（2013）

が示した Pleurosicya coeruleaの標徴と一致したた

め，本種に同定された．

なお，記載標本における両眼間隔は頭長の

4.8–7.7%と Larson (1990)の示した P. coeruleaの

頭長に対する両眼間隔の変異幅 （頭長の 2.0–

7.0%，平均値 4.0%）と一致しない（Table 1）．し

かし，他のウミショウブハゼ属魚類では同種内で

This study Larson (1990)
Okinoerabu-jima Marshall Islands Indo-West Pacific

KAUM–I. 122102 KAUM–I. 122106 NTM S. 12658-001 n = 63
　 Non-types Holotype 　—**
Standard length (mm) 10.4 13.2 16.0 10.5–20.0
Counts
  First dorsal-fin rays VI VI VI —
  Second dorsal-fin rays I, 7 I, 8 I, 8 I, 7–9 (I, 8)
  Anal-fin rays I, 8 I, 8 I, 8 I, 8–9 (I, 8)
  Pectoral-fin rays 15 16 15 15–18 (17)
  Unbranched pectoral-fin rays 5 6 6 4–7 (5)
  Lateral scale rows  23* 24 24 —
  Transverse scale rows backward  6* 7 7 —
Measurements (% of SL)
  Body depth at anus 15.6 17.7 18.1 15.0–26.0 (17.0)
  Head length 28.4 33.9 33.1 29.0–36.0 (32.0)
  Head depth 16.1 20.7 18.6 —
  Head width 21.5 22.5 26.3 —
  Snout length  9.4 13.0 13.8 —
  Mouth length 14.4 17.0 14.4 —
  Eye diameter 11.8 11.6 8.8 —
  Interorbital width 2.2 1.6 1.3 —
  Caudal-peduncle length 18.3 21.4 23.8 18.0–25.0 (21.0)
  Caudal-peduncle width  8.5 10.6 10.0 8.0–10.0 (9.0)
  Caudal-fin length — 22.4 22.5 18.0–25.0 (22.0)
  Pectoral-fin length 22.0 21.1 18.8 17.0–24.0 (20.0)
  Pelvic-fin length 20.4 20.8 19.4 17.0–23.0 (20.0)
Measurements (% of HL)
  Head depth 56.8 61.0 56.6 49.0–60.0 (55.0)
  Head width 75.7 66.4 79.2 56.0–88.0 (72.0)
  Snout length 33.1 38.4 41.5 28.0–42.0 (35.0)
  Mouth length 50.7 50.0 43.4 37.0–57.0 (42.0)
  Eye diameter 41.6 34.2 26.4 24.0–43.0 (29.0)
  Interorbital width  7.7 4.8 3.8 2.0–7.0 (4.0)

Table 1. Counts and proportional measurements of specimens of Pleurosicya coerulea. Modes and means are given in parentheses.

*Counts based on scale-pockets **Holotype and some paratypes over 10.5 mm SL included.
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頭長に対する両眼間隔の変異幅において平均値に

対して 33.3–200.0% の偏差をもつことから

（Larson, 1990）， 記載標本における相違は種内変

異と判断した．

備考　Pleurosicya coeruleaは Larson (1990) によ

りマーシャル諸島ジャプタン島産の標本をホロタ

イプとし，インド・西太平洋産の複数の標本をパ

ラタイプとして記載された．明仁ほか（1993）は

Larson (1990) が P. coeruleaのパラタイプに指定し

た琉球大学理学部海洋自然学科所蔵の沖縄県産の

標本［URM-P 7518, 11549（現在は OCFに移管）］

に基づき，標準和名ヒラウミタケハゼを提唱した．

Pleurosicya coeruleaの種小名は，本種のアオサ

ンゴ Heliopora coerulea (Pallas, 1766) に着生する

生態に因み，追加の報告においてもアオサンゴに

着生している様子が観察されている（Larson, 

1990; 鈴木ほか，2004；Allen and Erdmann, 2012）．

鈴木ほか（2004）は本種の生態について，波当た

りがやや強く，潮通しの良い礁縁部のアオサンゴ

に単独で着生し，水深 4–8 mに生息すると報告し

た．しかし，記載標本は水深 0.5 mに生育してい

たアオサンゴの 1つの板状の太い枝に 4個体がほ

ぼ垂直に並び着生していたところを第 3著者に

よって捕獲された（4個体のうち 2個体は運送途

中に死亡・消失）．したがって，本研究により本

種はこれまで考えられていた水深よりも浅い水深

に複数で生息する場合があることが明らかになっ

た．

ヒラウミタケハゼの日本国内における分布は

上述の「分布」の項に示したとおりである．また，

鹿児島県奄美群島の魚類相を包括的にまとめた本

村ほか（2018）と Nakae et al. (2018) にも本種は

掲載されていない．したがって，本報告は本種の

北限記録かつ鹿児島県における初記録となる．
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